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聖
天
さ
ま

しょ
を
言

婁
沼
望
天
む
は
斎
藤
列
当
東
農
公
が

当
地
の
を
司
と
し
て
　
祖
先
伝
来
の
ご
本

尊
望
天
さ
ま
を
治
承
三
年
３

一
ｔ
え
）
に

お
祀
り
し
た
の
に
倒
ま
る
。

実
盛
公
は
平
家
物
語
　
保
え
物
語
　
源

平
盛
衰
記
や
毒
由
実
盛
　
歌
舞
夜
く
盛
物

者
な
ど
に
　
式
身
に
際
れ
　
義
理
人
情
に

淳
い
人
柄
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で

実
ぶ
公
の
大
身
斎
藤
六
実
長
が
出
家
し
て

円
請
房
浅
た
と
な
り
　
建
久
〈
キ
全

一

九
七
）
に
本
力
の
炊
卓
虎
を
開
創
し
た
も

御
本
尊
望
天
さ
ま
は
　
工
し
く
は
大
望

炊
卓
天
と
称
せ
ら
れ
　
弘
法
人
釘
が
唐
よ

り
奮
教
と
と
も
に
仏
法
の
守
ま
神
と
し
て

青
来
さ
れ
て
か
ら
　
日
本
で
も
祀
ら
れ

福
導
厄
除
の
狩
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

卓
沼
望
天
さ
ま
の
仲
本
革
は
首
緒
の
エ

し
さ
で
は
日
本
長
す
の
聖
夭
革
裸
と
し
て

知
ら
れ
　
特
に
縁
結
び
の
呈
験
あ
ら
た
か

で
　
夫
婦
の
経
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
　
宗

内
安
全

高
売
策
昌
　
厄
除
け
間
運

交
通

安
全

学
業
進
学
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
食
縁

を
結
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
　
新
願
を
篭

め
る
人
々
が
後
を
絶
た
な
い
。

御
本
革
は
錫
状
の
】
央
に
祀
ら
れ
て
い

る
の
で
御
工
体
錫
杖
頭
と
し
て
回
指
定
重

要
文
化
財
で
あ
る
が
　
孤
仏
で
あ
る
。

哺
一

御

本

殿

目
指
定
重
要
丈
好

仰
本
段
は
　
奥
殿
含
一十
四
百
）

相
の

問
合
一十
七
市
）

拝
殿
全

一一ｔ
百
）
よ
り

な
る
廟
型
式
権
現
造
り
で
　
奥
殿
は
べ
棒

造
り
で
あ
る
。
葉
造
物
の
各
部
材
　
各
笙

面
を
総
て
彫
刻
で
表
節
し
　
喜
展
す
杉
色

が
施
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
ヤ
期
の
責
宣
な

文
化
進
構
で
あ
る
。

こ
の
御
本
激
の
建
築
は
　
宗
府
作
卓
方

様
梁
と
し
て
お
燿
し
た
平
内
政
信
の
子
孫

て
　
革
沼
の
工
匠
林
兵
癌
正
清
の
設
計
に

よ
っ
て
施
工
さ
れ
　
約
二
略
あ
か
ら
二
十

二
年
の
歳
月
を
つ
い
や
し
　
そ
の
子
工
信

に
引
継
が
れ
宝
暦
十
年
に
売
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

平
成
十
五
年
よ
り
平
成
二
十
二
年
の
八

年
間
を
要
し
て
保
存
修
理
工
事
が
施
さ
れ

外
登
は
創
建
当
初
の
葺
麗
な
色
杉
が
夜
元

さ
れ
た
。
総
工
資
十
三
信
五
十
″
円
（内

本
体
工
草
は
十

一
慣
六
十

一
百
″
円
）
で

九
億
六
十
″
円
が
回

県

市
の
蒲
勁
金

三
に
二
十
″
円
が
言
信
者
の
寄
附
。
平
成

二
十
二
年
十

一
月
十
八
日
に
本
体
工
事
の

強
功
式
を
執
行
。
平
成
二
十
三
年
六
月

一

日
に
竣
功
奉
告
法
会
を
修
行
。
以
後

一
般

公
開
。

寄
附
勧
整
に
お
ヽ
え
い
た
だ
い
た
各
位

に
深
く
る
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

貴

惣

門

回
指
定
重
要
文
排

当
山
の
総
円
で
あ
る
「東
懲
門
』
は
　
占

口
県
吉
川
落
の
作
草
方
奉
行
長
谷
川
宣
右

筋
門
の
釈
伝
を
実
け
　
林
門
左
備
門
工
道

の
■
に
よ
り
　
弘
化
四
年
全

本
口
七
年
）

に
起
工
し
　
嘉
永
四
年
全

八
五

一
年
）
に

接
工
し
た
。

掌
側
か
ら
み
た
攻
風
の
形
が
念
と
な
っ

て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
様
式
の
定
形

化
す
る
江
戸
末
期
に
あ
っ
て
　
す
抜
な
驚

匠
を
採
用
し
た
こ
と
は
貴
重
な
こ
と
と
さ

れ
　
関
東
地
方
に
は
強

一
の
建
物
で
あ
る
。
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平
成
十
二
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
に
か
け
て
の
保
存
修
理
エ

事
は
回
　
県
　
市
の
捕
助
査
と
二
″
人
以
上
の
方
々
の
御
寄

附
に
よ

っ
て
完
成
し
た
も
の
で
す
。
本
券
の
ご
志
納
査
を
以

て
今
後
の
維
持
　
整
備
に
当
て
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま
す
。

お
願
い
と
」注
意
＊韓舶的市帥中批撹

掌
沼
皆
天
占
　
キ
ヤ
行
事

輩夫妻沼雪天品本残 琵塀(二返)内 拝祝

13 12 11

う  1     2 ケ
19 も ± 19 上  !

７
月

第
１
土

日 日 曜 日
!  i 口 :

ロ ニ

四 七

０

受
付
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（閉
門
は

午
後
□
時
三
十
分
）
で
す
。

本
券

一
枚
に
つ
き

一
名
様
限
り
有
効
で
す
。
た
だ
し

中
■
生
以
下
の
お
子
様
は
二
名
ま
で
同
伴
で
き
ま
す
．

場
内
の
通
行
に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
通
行
中
の

事
故
事
に
つ
い
て
は
責
任
を
員
い
か
ね
ま
す
。

場
内
へ
の
飲
食
物
の
持
込
及
び
喫
煙
は
　
固
く
お
断

り
い
た
し
ま
す
。

場
内
で
の
ビ
デ
オ

写
真
撮
影

槙
写
は
計
可
し
ま
す

が
　
建
物

彫
刻
に
取
れ
た
り
　
傷
を
つ
け
た
り
し

な
い
よ
う
に
　
ま
た
他
の
入
場
者
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
に
十
分
ご
症
言
下
さ
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は

撮
影

慎
写
を
禁
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

重
大
な
週
失
が
あ
る
場
合
　
弁
偵
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す

撮
影
し
た
写
真
や
ビ
デ
オ
を
営
利
目
的
に
使
用
す
る
場

合
は
聖
天
山
の
文
書
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
下
さ
い
。

場
内
の
う
ち
　
透
塀
（玉
垣
こ
内
で
の
指
市
電
話
の
使

用
は
お
断
り
し
ま
す
。

場
内
で
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
め
ぬ
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「阿

う
ん
の
会
」
に
よ
る
説
明
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
場
に
つ
い
て
は
聖
天
山
の
判
断
ま
た
は
都
合
に
よ

り
入
場
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
内
に
は
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

，
」
承
知
下
さ
い
も

一
度
出
場
す
る
と
再
び
入
場
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

入
場
券
の
な
部
分
の
切
り
取
ら
れ
た
も
の
は
入
場
券

と
し
て
は
無
効
で
す
。

一
万

口
一…

「
月

中

２
月

節
分

３
月

第

４
月

１３

３

月

侶

～

１０

月

１８

‐２
月

２２
回

‐２
月

３‐
回

毎
月

１
　
１５
　
‐８
国

毎
月

１
回
期
国
不
足

境
内
伽
主
・仏
擦
修
雲
勧
進

本
段
保
存
修
理
工
事
に
あ
た

っ
て
は
多
人
の
勧
進
に

お
応
え
下
さ
れ
ご
力
財
を
ご
喜
搭
い
た
だ
さ
　
試
に
有

難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

売
成
し
た
本
殿
の
彩
色
も
日
照
風
品
に
曝
さ
れ
て
い

る
た
め
　
劣
化
が
激
し
く
　
今
後
た
び
た
び
捕
修
を
す

る
と
要
が
あ
り
ま
す
。
長
に
　
今
回
の
修
慣
で
飾
れ
な

く
な

っ
た
多
く
の
俗
馬
の
掲
示
施
設
　
重
文
の
長
超
円

を
は
じ
め
■
ユ
門
　
平
れ
の
塔
　
全
剛
段
な
ど
境
内
建

物
の
捕
修
　
■
工
係
の
修
理
年
　
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ

り
ま
せ
た
。
先
担
の
に
を
後
せ
に
引
さ
継
ぐ
た
め
に

一
層
の
ご
信
助
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
透
塀
（ニ

垣
）
内
拝
観
の
入
場
志
納
査
も
こ
の
経
費
に
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
さ
ま
す
。

な
お
　
ご
浄
財
は
直
接
仰
寄
附
い
た
だ
く
方
法
と
　
写

経
各
細
ａ

巻
十
円
）
に
よ
る
方
法
と
あ
り
ま
す
。

妻
沼
聖
天
占
欲
善
院
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一

初
　
　
詣

節
分
年
身
三
ま
き
祭

浴
油
″
日
講
参
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春
季
大
容

開
基
実
基
公
忌

盆
ま
つ
り

秋
季
大
容

セ
五
三
折
願
祭

星
祭
厄
除
　
新
願
祭

除
友
の
鐘

朝
参
り
読
経
会

写

経

会
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